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幕
別
町
の
基
幹
産
業
は
農
業
で

あ
る
が
、
山
林
面
積
の
多
い
町

で
も
あ
る
。
町
内
に
は
、
２
２
０
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
超
の
町
有
林
の
う
ち
、
農
地

に
隣
接
し
た
町
有
林
の
現
状
と
今
後
の

あ
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

(1)
農
地
に
隣
接
し
た
町
有
林
の
お
お
よ

そ
の
面
積
は
。

(2)
町
民
か
ら
町
有
林
に
対
し
、
意
見
ま

た
は
要
望
は
出
て
い
る
の
か
。

(3)
今
後
の
計
画
の
中
で
、
農
地
と
す
る

考
え
は
あ
る
の
か
。

(1)
本
町
に
お
け
る
山
林
面
積

は
１
万
４
７
５
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
町

の
総
面
積
に
対
し
約
３
割
を
占
め
て
い

る
。
内
訳
は
北
海
道
が
管
理
す
る
道
有

林
が
３
８
５
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
個
人
が

管
理
す
る
一
般
民
有
林
が
８
６
１
９
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
町
が
管
理
す
る
町
有
林
が

２
２
７
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
森
林
は
国
土

の
保
全
、
水
源
の
涵
養
、
生
物
多
様
性

の
保
全
、
地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
の
多

面
的
機
能
を
有
す
る
と
と
も
に
、
木
材

等
の
林
産
物
の
供
給
源
と
し
て
地
域
の

経
済
と
深
く
結
び
つ
く
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
働
き
を
通
じ
て
私
た
ち
の
暮
ら
し

を
支
え
る
大
切
な
存
在
と
な
っ
て
い

る
。
長
期
的
な
視
点
に
立
ち
、
森
林
を

適
切
に
管
理
育
成
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
森
林
法
に
基
づ
き
、
北
海
道

が
策
定
し
た
北
海
道
地
域
森
林
計
画
に

即
し
て
、
山
地
災
害
の
防
止
や
水
源
の

涵
養
を
図
る
森
林
な
ど
、
地
域
の
特
性

に
応
じ
た
森
林
整
備
や
保
全
の
目
標
を

定
め
た
幕
別
町
森
林
整
備
計
画
を
策
定

し
て
い
る
。
農
地
に
隣
接
し
て
い
る
町

有
林
の
面
積
は
、
お
お
よ
そ
４
６
２
ヘ

ク
タ
ー
ル
。
こ
の
う
ち
約
４
分
の
３
に

当
た
る
３
５
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
防
風
保

安
林
あ
る
い
は
土
砂
流
出
防
備
保
安
林

に
指
定
さ
れ
、
残
り
１
０
９
ヘ
ク
タ
ー

ル
が
指
定
の
な
い
普
通
林
と
な
っ
て
い

る
。

(2)
農
業
機
械
の
大
型
化
に
よ
り
、
町
有

林
に
隣
接
す
る
農
地
で
の
機
械
作
業
の

支
障
と
な
る
下
枝
の
枝
払
い
が
例
年
10

件
前
後
、
延
長
に
し
て
お
お
よ
そ
２
㎞

程
度
の
要
望
が
あ
る
。
ま
た
、
台
風
や

風
雪
等
の
影
響
に
よ
る
風
倒
木
の
撤
去

な
ど
の
要
望
が
あ
り
、
そ
の
都
度
対
応

し
て
い
る
。

(3)
幕
別
町
森
林
整
備
計
画
に
お
い
て

は
、
防
風
な
ど
住
民
の
快
適
な
生
活
環

境
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
生
活
環
境
保
全
林
」
、
山
地
災
害
の
防

止
や
土
砂
流
出
防
止
を
目
的
と
し
た

「
山
地
災
害
防
止
林
」
な
ど
、
公
益
的

な
機
能
別
に
民
有
林
の
区
域
を
指
定
し

て
い
る
ほ
か
、
木
材
等
生
産
機
能
の
維

持
増
進
を
図
る
「
木
材
等
生
産
林
」
の

区
域
を
指
定
す
る
な
ど
、
森
林
整
備
の

基
本
方
針
を
定
め
て
い
る
。
町
を
含
め

た
民
有
林
の
所
有
者
は
、
計
画
に
基
づ

い
た
効
率
的
な
森
林
の
施
業
と
適
切
な

森
林
の
保
護
を
図
る
た
め
、
５
年
ご
と

に
森
林
経
営
計
画
を
立
て
、
森
林
整
備

に
係
る
補
助
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
、

造
林
や
除
間
伐
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
計
画
は
、
森
林
が
持
つ
多
面
的
な

機
能
を
最
大
限
発
揮
さ
せ
る
と
と
も

に
、
森
林
を
保
全
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、
森
林
を
農
地
等
に
転
換
す

る
と
い
っ
た
計
画
は
盛
り
込
ま
れ
て
い

な
い
。
ま
た
、
幕
別
町
有
林
野
管
理
条

例
に
お
い
て
、
町
有
林
野
で
国
土
保
全

ま
た
は
管
理
経
営
上
存
置
の
必
要
の
あ

る
も
の
は
、
原
則
と
し
て
売
り
払
い
交

換
及
び
譲
与
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

し
て
お
り
、
現
状
に
お
い
て
町
有
林
を

農
地
と
す
る
こ
と
は
想
定
し
て
い
な
い
。

東
西
ま
た
は
南
北
に
農
地
に

挟
ま
れ
た
町
有
林
が
、
農
業
被
害
を
も

た
ら
す
鹿
群
の
休
憩
所
、
食
事
場
所
と

な
っ
て
い
る
。
町
有
林
の
幅
を
狭
く
す

る
考
え
は
。
町
有
林
の
更
新
・
管
理
状

況
は
。

耕
地
防
風
林
は
、
保
安
林
の
一
つ
で

あ
り
、
町
長
の
権
限
で
解
除
し
て
農
地

に
は
で
き
な
い
。
ど
う
い
っ
た
耕
地
防

風
林
の
あ
り
方
が
良
い
の
か
と
い
う
こ

と
は
研
究
し
て
い
き
た
い
。
制
度
改
正

が
必
要
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
道
に

対
し
て
も
申
し
入
れ
を
し
た
い
。
管
理
・

更
新
は
、
カ
ラ
マ
ツ
で
は
地
ご
し
ら
え
、

植
栽
、
下
刈
り
、
間
伐
、
そ
し
て
皆
伐

と
50
年
の
サ
イ
ク
ル
に
な
る
。

答問
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
森
林
整
備
の
基
本
方

針
を
定
め
て
い
る

農
地
に
隣
接
す
る
町
有
林
の
今
後
の
あ
り
方
は

問

答

町
　
長

再

質

問

防風保安林（明倫）
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